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（要旨） 

家計の安定的な金融資産の形成を促すような、若い頃からの金融教育が従来

十分になされてこなかったことは、わが国が抱える課題のひとつといえる。こう

した中、近年、若年層を中心とした投資への関心の高まりや、親世代でも子供に

投資の体験をさせたいと考えるようになってきている。 

本論文では、こうした若年層を取り巻く環境の変化を踏まえて、「ティーンズ

投資」を提言する。この仕組みでは、親子口座を開設し、親の許可を得たうえで、

10代の子供が投資を経験するという「スポンサーシップ制度」を採用している。 

本提言の実現により、10代のうちに投資経験を積み、金融知識を得ることが、

社会全体として家計の安定的な金融資産の形成に繋がり、課題解決の糸口にな

ることを期待する。 


